
片平学区ローカルSDGsプロジェクト ニュースレター

令和5（2023）年10月25日（水）、片平ふれあいセンター研修室で2023年
度片平学区ローカルSDGsプロジェクト「SDGs！みんな事ワークショップ」の３回
目の会合を行いました。
杉野友昭・片平学区連絡協議会会長の冒頭あいさつに続き、松本イズミ

さん（なごや環境大学実行委員）とともに第2回ワークショップ（8月17日開催）
の振り返りを実施。プロジェクトの前年度の活動で実施したアンケート調査の
結果を踏まえ、11項目にわたる片平学区独自のSDGsゴール案が提案された
ことを確認しました。
続いて、プロジェクトリーダーの千頭聡さん（なごや環境大学実行委員、日

本福祉大学国際福祉開発学部特任教授）が、前回のワークショップでの意
見を踏まえて修正した片平学区独自のSDGs目標案（第３次案）を提示。そ
の内容について参加者が４つのグループに分かれ、ディスカッションを行いました。
白熱した議論の末、各グループより建設的な意見が多く出されました。最終
案はこれらの意見を踏まえ、11月23日（木・祝）に開催されるSDGsっマルシェ
で発表されます。

片平学区ローカルSDGsプロジェクトとは…
片平学区を「ずっと住み続けたい」と思えるようなまちにしていくため、令和４（2022）年度にス

タートしたプロジェクト。昨年度と今年度の２年間の期間限定事業で、２年をかけて片平学区独自の
SDGsゴールを定め、実践していく筋道をつけるのが目標となります。

す

みんな事ワークショップで

地域のSDGs目標を考えてみた

み た い ま ち

か た ひ ら に ！

みんなの意見

ゼロカーボンと
いう言葉は難し

い

災害対策につ
いての目標が
あっても良い

地域ぐるみで子
育てをしていくキー
ワードを盛り込んで
はどうか

生き物に絡めて
「森」もキーワード
に



片平独自のSDGsゴールを

発行／片平学区連絡協議会、「なごや環境大学」実行委員会
発行年月／2023年11月

第３回みんな事ワークショップで示された第３次案は以下の通りの内容です。「すみたいまちかたひらに」というキーワードの頭文
字から連想されるゴールがそれぞれ設定されています。「み」「た」「い」など複数示されたゴール案については、参加者によって投
票が行われ、「み」は「みんなで身近に緑と花づくり」、「た」は「たくさん創りたい、生き物と出会える場所を」、「い」は「一緒に参加
しよう健康づくり」が多くの得票をえました。これらの意見を参考に片平学区のゴールがいよいよ策定されます。

11月23日（木・祝）は
SDGsマルシェへ行こう！
11月23日は今年2月の開催に引き続き、２回目となる
SDGsマルシェが行われることになりました。
この催しは地域の資源（ヒト・モノ・コト）を有機的につな
げるために行われるものです。
当日は地元産の採れたて野菜や新鮮な海の幸、手作り
スイーツやパンなど、美味しいグルメを販売するブースが
数多く出店。ハンドメイドの雑貨屋おもちゃなどの買い物
も楽しむことができます。
また、SDGsスタンプラリーやSDGsゲームといった体験イ
ベント、エコクラフトやアロマについてが学ぶことができる
ワークショップもあるなど、盛りだくさんの内容となってい
ます。
時間は午前10時〜午後4時まで。入場無料で、子供から
お年寄りまで誰でも楽しめるので、秋の１日をSDGsマル
シェで思い切り楽しみましょう。


